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そうした場合，教員免許の有効期限である 10 年がその時点から改めて起算される（つまり，例えば 2 年
後に免許更新する必要があるという時点で専修免許状を取得した場合，免許状の更新は専修免許状を取




によっては「修士の学位の取得」が昇給に繋がることにはなっている。そこで 2016 年度（平成 28 年度）
『学校教員統計調査』の「教員個人調査」「免許状 職名別 教員構成」を見てみると，大学院卒の割合
は小学校が 4.9％，中学校 8.7％，高校 16.2％，義務教育学校 8.5％，中等教育学校 26.6％1と，概して高
くはなく，中等教育学校では４分の１を超える教員が大学院卒であるが，同年の『学校基本調査』によ
ると，中等教育学校の教員数は 2,556 人であり，幼稚園（99,957 人）・幼保連携型認定こども園（57,118
人）・小学校（416,973 人）・中学校（251,978 人）・義務教育学校（934 人）・高校（234,611 人）・中等教







改正により人事評価が給与にも反映させることが法的に求められるようになった。そして，2018 年 4 月
1日時点で教員の人事評価を昇給や降給に反映させている自治体は67都道府県・指定都市中 44（65.7％）
自治体であり，勤勉手当に反映させているのが 45（67.2％）自治体である4。 







任の教員と採用後 3 年目以降の教員では評価方法が異なっている。即ち前者に関しては，採用後 2 年間
は毎年評価が行われ，評価項目も 16 項目のうち 8 項目が評価対象となるのに対し，後者はより経験を
積んでいるため評価サイクルは 3 年に 1 度と回数は緩和されている反面，評価は全 16 項目について行
われるなどレベルはより高いものが求められることになっている（日本でも近年，各教育委員会によっ
て職制ごとの「教員育成指標」が作成されてはきているが）。また評価回数についても，新任教員にはよ
                                                        
1  https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400003&tstat=000001016172（2019 年 12 月 19 日採
取）。 
2 https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400001&tstat=000001011528（2019 年 12 月 19 日採
取）。 
3 日本における教員評価と教員給与を連動させる政策の動向については，（眞弓，2017）に詳しい。 
4 http://www mext.go.jp/component/a menu/education/detail/ icsFiles/afieldfile/2018/12/25/1411825 14.pdf（2019年
5 月 8 日採取）。 





ては「十分」「不十分」「要開発」の 3 段階でなされるが，3 年目以降の教員に対しては「十分」か「不







給与を決定する組織として 1969 年に設置された「オンタリオ州品質評価協議会（Quality Evaluation 
Council of Ontario: QECO）」6と，オンタリオ州の公立中等学校教員の組合である「オンタリオ州中等学
校教員組合（Ontario Secondary School Teachers’ Federation: OSSTF）の責任の下，なされている。そして
給与の額には，上述の通り，教育省や教育委員会といった政策側ではない教員養成・教員資格プログラ














と宗教の観点から 4 種類の公費運営学校（publicly-funded schools）7が存在する。すなわち，英語系公立
（無宗派）学校，英語系カトリック学校，フランス語系公立学校，フランス語系カトリック学校である。
そしてこうした学校種別ごとに教育委員会8も，英語系公立教育委員会，英語系カトリック教育委員会，
                                                        
5 校長（principals）及び教頭（vice-principals）は管理職という職務の性質上教育委員会との関係が一般教員と
は異なるため，教員組合の会員とはなっておらず，教員組合と教育委員会の間で締結された労働協約にはこ
れら管理職の処遇は含まれていない（Education that Connects Global Achievement with Local Accountability, n. d.）。 











学校教員全体をカバーするのが「オンタリオ州教員組合（Ontario Teachers’ Federation: OTF）」である。
OTF は教員組合ではあるが，その設置や組織構造・運営形態は 1944 年に制定された「教職法（Teaching 
Profession Act, R.S.O. 1990, CHAPTER T.2）」によって定められている。教職法第 2 条は，OTFを「法人
（body corporate）」であると定め，また第 3 条は OTF の目的として「教職の地位を向上させること」「教
員の利益を促進・前進させ，最善の専門的サービスを可能とするような条件を確保すること」等を規定




Teachers’ Federation of Ontario: ETFO），英語系カトリック学校教員の「オンタリオ州英語系カトリック教
員組合（Ontario English Catholic Teacher Association: OECTA）」，フランス語系学校教員の「オンタリオ州
フランス語系教員組合（L’Association des enseignantes et des enseignants franco-ontariens: AEFO），そして
中等学校教員組合である「オンタリオ州中等学校教員組合（Ontario Secondary School Teachers’ Federation: 
OSSTF）」である。そして教員は，それぞれが教鞭を執る学校の種類に応じて，これらアフィリエイト組
合のうちのいずれかにも所属することになる（OTF, n.d.）。 
 教育委員会と教員組合間の団体交渉については，「教育委員会団体交渉法（School Boards Collective 
Bargaining Act, 2014, S.O. 2014, CHAPTER 5）」において規定されている。同法第 2 条 1 項では，まず教育
委員会をその被雇用者，つまり教員の雇用者であることを明確にしている。そして第 5 条 1 項は，各教
育委員会には小学校及び中等学校の正規採用教員及び臨時採用教員（occasional teachers）それぞれ別に
計 4 つの交渉ユニット（bargaining units）を設置することが規定されている。他方で第 10 条では，AEFO
はフランス語系公立教育委員会の小学校及び中等学校の教員，ETFO は英語系公立小学校，OECTA は英
語系分離（カトリック）小学校及び中等学校の教員，OSSTF は英語系公立中等学校教員の，それぞれ交
渉代理人として規定されている。つまり，上述した OTF の４つのアフィリエイト組合が手分けして 4 種
類の学校の教員すべてをカバーする形で教育委員会との団体交渉の代理人とされており，その結果とし
て締結された教育委員会との労働協約の一方の当事者とされているのである。そのため，OTF が団体交
渉の場に出てくることはない（OTF, n.d.）。  







組合によって異なっており，例えば OSSTF には 37 の地方オフィス（districts）に 151 の交渉ユニットが
                                                        
9 オンタリオ州では，プロテスタントとカトリックのうち少数派の教義に沿って教育を行う学校を「分離学
校（separate schools）」と呼び，当該学校を管理運営する教育委員会を「分離教育委員会（separate school boards）」
と呼ぶが，オンタリオ州ではプロテスタントが多数を占めるため，分離学校・教育委員会の多くはカトリッ
ク系である。 
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ある10が，英語系公立教育委員会の数は 31（平田，2017）である。あるいは ETFO には 76 の地方オフィ
ス（locals）があり，正規採用教員担当のオフィスが 32，臨時採用教員担当のオフィスが 31，それ以外
が 13 であり，地方オフィスの単位が即ち交渉ユニットとなっている11。 
ところで，オンタリオ州の公費運営学校の教員の給与額は，教職経験年数と保有する教員資格に基づ
いて，英語系公立中等学校教員に関しては OSSTF の資格審査部門（Certification Department）によって，
その他の学校種に関しては ETFO と AEFO，OECTA の 3 組合が共同で，給与目的で教員資格の評価を
行い，これを客観的に管理するために 1969 年に設置した QECO12によって，それぞれ各教育委員会との
労働協約に基づいて作成されている13。そこで以下では，次節においてまず公立小学校教員の組合であ
る ETFO とオンタリオ州最大規模の教育委員会であるトロント教育委員会（Toronto District School Board: 
TDSB）が締結した労働協約にある給与条項を概観し，そのうえで QECO が定めている昇給のための基
準を検討し，昇給のためにはどのような条件を満たす必要があるのかについて考察する。その後，もう
1 つの例として OSSTF と TDSB が締結した労働協約にある給与表を概観した上で，昇給のための条件
についてみていくこととする。 
 
2. TDSB₋ETFO 間の労働協約と QECO の昇給基準 
（1） TDSB-ETFO 間の労働協約と給与表 
 TDSB-ETFO 間の労働協約（以下「公立小学校労働協約」）（TDSB & ETFO, 2017）においては，教員給
与だけでなく，病気休暇や産休・育休などの休暇制度，労働環境の安全性確保，保健事項，ランチ休憩，
通勤手段，教員評価の扱い，授業時間や準備時間，会議，人事，子どもの成績評価，教科外活動，辞職，
学級規模など，教員の労働条件に関する包括的な枠組みが，ETFO と TDSB 両者の合意により定められ
ている。労働協約は定期的に改訂されており，本稿が参照しているのは 2017 年 8 月に改訂され，2019
年 8 月 31 日まで有効なものである。 
表 1 は，公立小学校労働協約にある給与表（Salary Grid，以下「公立小学校給与表」）である。「ステ
ップ」とは教職経験年数のことであり，基本的には教職経験 10 年（採用後 11 年目）で自動昇給はスト
ップすることになる。その後も昇給を望むのであれば，AQ や修士号・博士号の取得，管理職になるな
ど，上位のカテゴリーに位置づけられるような資格を取得することが求められる（Campbell, et al., 2017）。
表中の金額は額面の金額であり，いわゆる「年収」であって，各種税金が引かれる以前の額である。例
えば教職経験年数 5 年の A1 カテゴリーに位置づけられる教員の年収は 63,468 カナダドルとなってお
り，１カナダドル 85 円で換算すると年収 5,394,780 円となる。実際にどれくらいの人数が該当するかは




に関しても，オンタリオ州では 18 歳まで義務教育で，21 歳までは卒業を目指して通学することができ
るが，授業料は 21 歳まで無償である（平田，2017）。他方で，教員の年金は非常に充実しているとされ
るため，退職後はある程度悠々自適な生活を送れるようである。 
                                                        
10 http://www.osstf.on.ca/en-CA/about-us/districts-and-bargaining-units.aspx（2019 年 4 月 26 日採取）。 
11 http://www.etfo.ca/aboutetfo/governance/pages/locals.aspx#DECE（2019 年 4 月 26 日採取）。 
12 http://qeco.on.ca/?page id=24（2019 年 4 月 26 日採取）。 
13 https://www.otffeo.on.ca/en/services/qualifications-evaluation/（2019 年 4 月 26 日）。 
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表 1 TDSB-ETFO 間の労働協約に基づいて作成された給与表（2019 年 8 月 31 日まで） 
ステップ カテゴリーA A1 A2 A3 A4
0 44,662 48,280 50,524 54,647 58,521
1 47,016 50,831 53,204 58,319 61,695
2 49,755 53,787 56,294 62,199 65,472
3 52,487 56,742 59,391 66,071 69,261
4 55,601 60,108 62,879 70,159 73,657
5 58,711 63,468 66,398 74,237 78,054
6 60,820 66,831 69,896 78,321 82,444
7 63,884 70,206 73,385 82,403 86,850
8 66,946 73,571 76,888 86,482 91,239
9 70,010 76,930 80,387 90,568 95,637
10 73,071 80,295 83,879 94,654 100,034
（単位：カナダドル）
出典：（TDSB & ETFO, 2017）をもとに、筆者作成。  
 
またこの給与には，手当（allowance）は含まれていない。例えば特別支援教育（special education）の
プログラム・コーディネーター（program coordinator）を務めると年に 2,100 ドル（178,500 円）の手当て
がつくことになっているし，教育コンサルタント（consultant）や指導リーダー（instructional leader），プ
ログラム・リーダー（program leader）を務めると，年に 5,980 ドル（508,300 円）の手当てがつくことに
なっている（TDSB & ETFO, 2017）。 
オンタリオ州の教員給与は，同州において他職種に就いている大卒の正規雇用労働者の平均給与と比




（2） QECO の昇給基準 
 QECO が教員の昇給のためにはどのような資格が要件とされるのかについて作成した文書が，『教員
資格評価プログラム 5（Teachers’ Qualifications Evaluation Program 5）』（QECO, 2013）である。そこでは，
教員の給与資格カテゴリーごとに該当する給与を得るためにはどのような資格条件を満たす必要があ
るのかについて規定している。なお，オンタリオ州の教員資格は大要，普通教育教員資格（General 






                                                        
14 オンタリオ州では，教員免許は 12 学年を４つのディビジョンに分けて設定されており，それぞれプライマ






の為，後述するが OSSTF による給与グループにカテゴリーA に該当するものはない。 





3. 許容し得る 4 年制大学学部プログラムの学位。 
あるいは 
4. 特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（最低でも平均 B 評価）を含むか，あるいは特
定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，最低でも平
均 B 評価）を含む，許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。あるいは， 
5. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位（最低でも B 評価）。あるいは， 
6. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 3 部構成15の追加的スペシャリスト資格のパート 1 とパート 2。 
7. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成以外に，次のうちの 1 つ。 
a. 認可を受けた学位取得のための大学での授業 3 科目の修得。 
b. AQ３科目あるいは QECO によってそれと同等とみなされる科目。 
c. (a)と(b)の科目併せて 3 科目。 
d. ACRT（Associate of the Royal Conservatory of Toronto）あるいは ATCM（Associate of the Toronto 
Conservatory of Music）16の修了証書（diploma）1 つ。 
e. トロント大学オンタリオ教育研究所（Ontario Institute for Studies in Education of the University 
of Toronto）内の「子ども学研究所（Institute of Child Study）」17の修了証書。 
f. CAAT（College of Applied Arts and Technology，カレッジ18の応用美術・テクノロジー）3 年
制コースの修了証書。 
カテゴリーA3 
8. 許容し得る大学学部の学位 ＋ 優等スペシャリスト（Honour Specialist）19資格。あるいは， 
9. 5 年制大学学部プログラムの学位。あるいは， 
10. 許容し得る 4 年制大学学部プログラムの学位（B 評価以上）。あるいは， 
11. 許容し得る 4 年生大学学部プログラムの学位 ＋ スペシャリスト資格 1 つ。あるいは， 
12. 特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（最低でも平均 B 評価）を含むか，あるいは特
定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，最低でも平
均 B 評価）を含む，許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えて 3 部構成のスペシャリスト資格 1 つ。あるいは， 
                                                        
15 例えば AQ の中には，パート 1，パート 2，スペシャリスト（パート 3）といったように，同じ資格でもそ
の難易度が異なるコース編成をしているものがあり，それがこれに当たる。パート 1 の資格を持っていない
とパート 2 を，パート 2 の資格をもっていないとスペシャリストを，それぞれ履修することができない。 
16 ACRT と ATCM とは，北米のロイヤル・コンサバトリー（the Royal Conservatory，非営利の私立の音楽教育
機関）が提供するプログラムを指す。https://www.rcmusic.com/（2019 年 4 月 30 日採取）。 





19 AQ の中のスペシャリスト資格の更に上位の資格である。 
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13. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。  
＋ 学位と基礎的教員養成に加えて 3 部構成のスペシャリスト資格 1 つ。  
＋ 認可を受けた学位取得のための大学での授業 2 科目の修得。あるいは， 
14. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学位と基礎的教員養成に加えて 3 部構成のスペシャリスト資格 1 つ。 
＋ その他の 3 部構成のスペシャリスト資格１つ。あるいは， 
15. 上級バカロレア・クレジット（Advanced Baccalaureate Credit: ABC）か上級学術アクレディテー
ション（Advanced Academic Accreditation: AAA）20の要件を満たした許容し得る 3 年制大学学部
プログラムの学位。あるいは， 
16. カテゴリーA2 ＋ 次のうちの 1 つ。 
a. 認可を受けた学位取得のための大学での授業 5 科目の修得（最低平均 B 評価） 
b. 5 つの AQ 科目あるいはそれと同等とみなされる科目の修得 
c. (a)と(b)の科目併せて 5 科目以上 
d. ACRT あるいは ATCM の修了証書あるいはそれと同等のもの 1 つ 
e. 「子ども学研究所」の修了証書 
f. CAAT3 年制コースの修了証書 
g. 基礎的教員養成に加えて許容し得る修士の学位 
カテゴリーA4 
17. 許容し得る４年生大学学部プログラムの学位 ＋ 優等スペシャリスト資格 1 つ。あるいは， 
18. 基礎的教員養成に追加的な AAA の要件を満たした許容し得る大学学部プログラムの学位。 
＋ 優等スペシャリスト資格 1 つ。あるいは， 
19. 基礎的教員養成に加えて ABC あるいは AAA の要件を満たした許容し得る大学学部プログラム
の学位。  
＋ ABC あるいは AAA 及び基礎的教員養成の要件に加えて 3 部構成のスペシャリスト資格。
あるいは， 
20. 許容し得る 4 年制大学学部プログラムの学位（B 評価以上）。  
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 3 部構成のスペシャリスト資格。あるいは， 
21. 許容し得る 4 年制大学学部プログラムの学位（B 評価以上）。  
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた許容し得る修士あるいは博士の学位。あるいは， 
22. 許容し得る 4 年制大学学部プログラムの学位  
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 3 部構成のスペシャリスト資格。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 2 つ目の 3 部構成のスペシャリスト資格１つ。あるい
は， 
23. 許容し得る 4 年制大学学部プログラムの学位 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 3 部構成のスペシャリスト資格。 
＋ 学部学位と当該スペシャリスト資格以外の，学部学位と基礎的教員養成に加えて，学部学
位とスペシャリスト資格以外の許容し得る修了証書を授与する 3 部構成のスペシャリスト資格。
                                                        
20 ABC 取得には，学位取得のための大学での授業最低 20 科目と許容し得る大学学部学位（15 科目は最低 B
評価以上）が求められる。また AAA 取得には，基礎的教員養成と許容し得る大学学部学位以外に，学位取得
のための大学での授業最低 20 科目の修得が求められる。 




24. 許容し得る 5 年制大学学部プログラムの学位（B 評価以上）。あるいは， 
25. 許容し得る 5 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 優等スペシャリスト資格。あるいは， 
26. 許容し得る 5 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 3 部構成のスペシャリスト資格。あるいは， 
27. 許容し得る 5 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた許容し得る修士あるいは博士の学位。あるいは， 
28. 特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（最低でも平均 B 評価）を含むか，あるいは特
定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，最低でも平





29. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えて 3 部構成のスペシャリスト資格。 




30. 特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（最低でも平均 B 評価）を含むか，あるいは特
定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，最低でも平
均 B 評価）を含む，学部学位と基礎的教員養成に加えた許容し得る 3 年制大学学部プログラム
の学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 3 部構成のスペシャリスト資格。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 2 つ目の 3 部構成のスペシャリスト資格１つ。あるい
は， 
31. 許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 3 部構成のスペシャリスト資格。 
＋ 認可を受けた学位取得のための大学での追加的 2 科目の修得（最低 B 評価以上）。 
＋ 学部学位と基礎的教員養成に加えた 2 つ目の 3 部構成のスペシャリスト資格１つ及び AQ2
つ。あるいは， 
32. ABC あるいは AAA の要件を満たした許容し得る大学学部プログラムの学位 
＋ 普通教育のプライマリー，ジュニア，インターミディエイト，シニアのいずれかのディビ
ジョンにおける追加的基礎資格（Additional Basic Qualification: ABQ）21。あるいは， 






33. カテゴリーA3 に加えて，次のうち 1 つ。 
a. 認可を受けた学位取得のための大学での授業 5 科目の修得（最低平均 B 評価） 
b. 5 つの AQ 科目あるいはそれと同等とみなされる科目の修得 
c. (a)と(b)の科目併せて 5 科目以上 
d. ACRT あるいは ATCM の修了証書あるいはそれと同等のもの 1 つ 
e. 「子ども学研究所」の修了証書 
f. CAAT3 年制コースの修了証書 
g. 基礎的教員養成に加えて許容し得る修士の学位 あるいは， 
34. カテゴリーA2 と，いかなる教員養成も含まない修士の学位に加えて，次のうちの 1 つ。 
a. 認可を受けた学位取得のための大学での授業 2 科目の修得（最低平均 B 評価）。 
b. 2 つの AQ 科目あるいはそれと同等とみなされる科目の修得 





A. テクノロジー教育における少なくとも 1 つの基礎資格を含むオンタリオ教員協会（Ontario College 
of Teachers: OCT）22発行の有効な教員資格。 
カテゴリーA2 
A. OCT が発行した有効な教員資格におけるテクノロジー教育基礎資格登録。 
＋ 次のうちの 1 つ。 
B. アプレンティスシップ修了証書23に向けて用いられた CAAT で提供される科目を除く，許容し得る
3 科目。 
C. 認可を受けた学位取得のための大学での授業 3 科目の修得 
D. AQ3 科目あるいはそれと同等とみなされる科目の修得 
E. (B)と(C)の科目を併せて 3 科目 
F. レッドシール企業（Red Seal Trades）24でアプレンティスシップ活動を行った資格証明書 





qualifications（2019 年 5 月 1 日採取）。 
22 OCT は，オンタリオ州における教員資格を登録・管理し，教員養成プログラムや AQ を提供する認可を行
う組織であり，同州の公費運営学校で教員をするためには OCT の会員でなければならないとされている。 
23 アプレンティスシップとはそもそもは昔の「徒弟制度」を表すものであるが，オンタリオ州高等教育省








（2019 年 5 月 1 日採取）。 
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カテゴリーA3 
G. カテゴリーA2 に加えて，次のうちの 1 つ。 
1. アプレンティスシップ修了証書 に向けて用いられた CAAT で提供される科目を除く，許容し
得る 3 科目。 
2. 認可を受けた学位取得のための大学での授業 3 科目の修得。 
3. AQ3 科目あるいはそれと同等とみなされる科目の修得 
4. (1) (2) (3)の科目併せて 3 科目 
5. レッドシール企業（Red Seal Trades）でアプレンティスシップ活動を行った資格証明書 
H. テクノロジー教育における少なくとも 1 つの基礎資格を含む OCT 発行の有効な教員資格 
＋ 許容し得る Appellation 
カテゴリーA4 
I. カテゴリーA3 の（G）あるいは（H）に加えて，次のうちの 1 つ。 
1. OCT 発行の資格登録証明書（Certificate of Qualification and Registration）における優等テクノロ
ジー教育スペシャリスト登録 
2. OCT 発行の資格登録証明書における 3 部構成スペシャリスト資格登録 1 つ 
 
3. TDSB-OSSTF 間の労働協約と OSSTF の給与評価基準 
（1） TDSB-OSSTF 間の労働協約と給与表 
 公立小学校労働協約同様，TDSB-OSSTF 間で締結された労働協約（以下「公立中等学校労働協約」）
（TDSB & OSSTF, 2017）も，給与に関する事項だけでなく，休暇や就業規則など，教員の労働条件につ
いて幅広く規定している。表 2 は，両者の労働協約書にある教員給与表（Salary Scale，以下「公立中等





Leader）には年間で 5,303 ドル（450,755 円），アシスタントカリキュラム・リーダ （ーAssistant Curriculum 
Leader）には 2,651ドル（225,335円），指導リーダーとプログラム・リーダ （ーInstructional / Program Leader）
にはそれぞれ 5,980 ドル（508,300 円）が手当として支給される。また，特別支援教育担当にも手当てが
つくことになっている。名称が異なる場合が多いため単純に比較することはできないが，例えば公立小
学校労働協約と公立中等学校労働協約で同じ名称が使われている指導リーダーに関しては，手当の額は
同額となっている（TDSB & OSSTF, 2017）。 
 
（2） OSSTF の昇給基準 
 OSSTF の資格審査部門による昇給審査基準を定めているのは，OSSTF の『2018－2019 政策と手続き
（2018 – 2019 Policies and Procedures）』（OSSTF, n.d.）の「手続き 9 教員資格（Procedure 9 – Teacher 
Certification）」である。そこでは，QECO の『プログラム 5』が普通教育教員とテクノロジー教育教員に






員，つまりテクノロジー教育教員資格保有者が対象）それぞれについて，グループ 1 からグループ 4 の
資格要件について，次のように規定している。 
 
表 2 TDSB-OSSTF 間の労働協約に基づいて作成された給与表（2019 年 8 月 31 日まで） 
ステップ グループ1 グループ2 グループ3 グループ4
0 48,280 50,524 54,647 58,521
1 50,831 53,204 58,319 61,695
2 53,787 56,294 62,199 65,472
3 56,742 59,391 66,071 69,261
4 60,108 62,879 70,159 73,657
5 63,468 66,398 74,237 78,054
6 66,831 69,896 78,321 82,444
7 70,206 73,385 82,403 86,850
8 73,571 76,888 86,482 91,239
9 76,930 80,387 90,568 95,637
10 80,295 83,879 94,654 100,034
（単位：カナダドル）
出典：（TDSB & OSSTF, 2017）をもとに、筆者作成。  
 
① アカデミック・チャート 
 アカデミック・チャートのグループ 1 から 4 それぞれの資格要件は，次のように規定されている。 
9.11.1. 25グループ 1 
9.11.1.1   許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位 
9.11.2 グループ 2 
9.11.2.1.  許容し得る 4 年生大学学部プログラムの学位 
9.11.2.2.  特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（最低でも平均 B 評価）を含むか，あるいは 
特定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，最低でも
平均 B 評価）を含む，許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
9.11.2.3.  許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位 ＋ 次のうちいずれか 1 つ。 
9.11.2.3.1 オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル科
目を 3 科目。 
9.11.2.3.2 大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
9.11.2.3.3 3 部構成スペシャリスト資格のパート 1 とパート 2 の修了。 
9.11.3. グループ 3 
9.11.3.1   許容し得る 4 年生大学学部プログラムの学位（B 評価以上）。 
9.11.3.2   許容し得る大学学部プログラムの学位 ＋ 優等スペシャリスト資格。 
9.11.3.3   特定の 1 教科領域における学部フル科目 9 科目（平均 B 評価）を含むか，あるいは 
特定の２つの教科領域における学部フル科目 14 科目（1 つの教科領域につき大学のフル科目 
6 科目を下回らない）を含む，AAA を受けた許容し得る大学学部プログラムの学位。 
9.11.3.4   許容し得る 4 年生大学学部プログラムの学位 ＋ 次のうちいずれか 1 つ。 
9.11.3.4.1.  3 部構成のスペシャリスト資格。 
                                                        
25 「9.11.1.」とは，給与審査基準が（OSSTF, n.d.）の「手続き 9」の「11」から記載されており，その後は
「9.11.2.1」や「9.11.3.2」などのような項目番号表記方法に，読者の便宜を図って倣ったものである。 
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9.11.3.4.2  オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル科目
を 2 科目。 
9.11.3.4.3  大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
9.11.3.5.  特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（最低でも平均 B 評価）を含むか，あるいは 
特定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，最低でも 
平均 B 評価）を含む，許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 次のうちいずれか 1 つ。 
9.11.3.5.1. オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル科 
目を 5 科目。 
9.11.3.5.2. 大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
9.11.3.5.3.  3 部構成のスペシャリスト資格。 
9.11.3.6.  許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位 ＋ 次のうちいずれか 1 つ。 
9.11.3.6.1 3 部構成のスペシャリスト資格 ＋ 追加的な大学授業科目のフル科目を 2 科目（B 評価以 
上）。 
9.11.3.6.2.  3 部構成のスペシャリスト資格 ＋ オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あ 
るいは追加的な大学授業科目のフル科目を 5 科目。 
9.11.3.6.3.  大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
9.11.4. グループ 4 
9.11.4.1. 許容し得る 4 年生大学学部プログラムの学位（B 評価以上）あるいは AAA 
    ＋ 次のうちのいずれか 1 つ。 
9.11.4.1.1. 優等スペシャリスト資格。 
9.11.4.1.2. 3 部構成のスペシャリスト資格。 
9.11.4.2.3. 許容し得る修士か Ph.D.の学位。 
9.11.4.2. 許容し得る 4 年生大学学部プログラムの学位 ＋ 次のうちのいずれか 1 つ。 
9.11.4.2.1. 3 部構成のスペシャリスト資格 2 つ。 
9.11.4.2.2. 3 部構成のスペシャリスト資格 1 つ  
＋ オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル 
科目を 2 科目。 
9.11.4.2.3.  3 部構成のスペシャリスト資格  
＋ 大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
9.11.4.3.  特定の 1 教科領域における学部フル科目５科目（平均 B 評価）を含むか，あるいは 
特定の２つの教科領域における学部フル科目８科目（1 つの教科領域につき４科目，平均 B
評価）を含む，許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位。 
＋ 次のうちのいずれか 1 つ。 
9.11.4.3.1. 3 部構成のスペシャリスト資格 2 つ。 
9.11.4.3.2. 3 部構成のスペシャリスト資格 
     ＋ オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル 
科目を 5 科目。 
9.11.4.3.3. 3 部構成のスペシャリスト資格  
＋ 大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
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9.11.4.3.4.  許容し得る修士か Ph.D.の学位  
＋ AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル科目を 2 科目。 
9.11.4.3.5.  大学学部学位を除く許容し得る 2 年制修士の学位。 
9.11.4.4.  許容し得る 3 年制大学学部プログラムの学位 ＋ 次のうちのいずれか 1 つ。 
9.11.4.4.1.  3 部構成のスペシャリスト資格 2 つ  
＋ 追加的な大学授業科目のフル科目を 2 科目（平均 B 評価）。 
9.11.4.4.2.  3 部構成のスペシャリスト資格 2 つ  
＋ 追加的な大学授業科目のフル科目を 2 科目（平均 B 評価） 
＋ 大学学部学位を除く 3 年間の中等後教育機関によって授与された修了証明書。 
9.11.4.4.3.  3 部構成のスペシャリスト資格  
＋ オンタリオ州内の大学教育学部で授与された AQ あるいは追加的な大学授業科目のフル 
科目を 5 科目（平均 B 評価） 
     ＋ 大学授業科目のフル科目を 2 科目（平均 B 評価）。 
 
② テクノロジー・チャート 
テクノロジ ・ーチャートのグループ 1から 4までのそれぞれの資格要件は，次のように規定されている。 
9.12.1. グループ 1 
9.12.1.1. OCT より発行された有効な教員資格 
9.12.2. グループ 2 
9.12.2.1. 許容し得る 3 科目。 
9.12.3. グループ 3 
9.12.3.1. 許容し得る 6 科目。 
9.12.4. グループ 4 
9.12.4.1. 許容し得る 6 科目 ＋ 次のうちのいずれか 1 つ。 
9.12.4.1.1. 優等テクノロジー教育スペシャリスト資格 
9.12.4.1.2. 3 部構成のスペシャリスト資格。 













ーA2 から A3（グループ 2 からグループ 3）に上がった場合，年間で 10,775 カナダドル昇給することに
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なる。1 ドル 85 円で計算すると，915,875 円の昇給ということになる。また同じ条件で A3 から A4（グ
ループ 3 からグループ 4）に上がった場合，5,380 カナダドル，約 457,300 円昇給することになる。月ご




















る。むしろ筆者が着目したいのは，これら 3 つの報酬の関係性，即ち優先順位である。 























された（平田・成島・坂本，2003）。そして 2 期目の 1999 年から 2003 年にかけて，PC 政権は本格的に
教員関連改革に乗り出した。そのシンボリックな存在が，2001 年に制度化されたいわば「教員管理統制
強化 3 点セット」である。すなわち，日本で言うところの教員免許状更新制度である「専門学習プログ
ラム（Professional Learning Program: PLP）」（但し PLP は 5 年に 1 回），州規模での教員資格試験である





年 12 月に自由党（Liberal Party）が政権を奪取すると，これら教員への管理統制政策は大きく転換され
ることとなった。すなわち，2004 年にはそれまで一度も実施されていなかった PLP が廃止された。OTQT
については，PC 政権下の 2002 年度に試験的に実施された後 2003 年度に本格的に実施され始め，政権







 このように 2003 年の政権交代を契機に大きく転換したオンタリオ州の教員政策であるが，こういっ
た動きに対し教員はどのような認識を有していたのであろうか。例えば，PC 政権下では着任後数年で離
職する教員が多く，そのため全体として教員不足の状態にあったが，自由党政権に代わって離職者数が
減り新採数が増えており，余剰すらある状態になった（平田，2012）。また OCT が在トロントの NPO 団
体コンパス（COMPAS Inc.）に委託して PC 政権下の 2003 年から自由党政権下の 2007 年まで行ってい
た教員意識調査においては，例えば教員の教職自体に対する満足度については，肯定的・否定的意見が
2003 年にはそれぞれ 71％・7％であったのに対し，2007 年には 83％・5％であった。州の教育制度への
信頼感については，2003 年がそれぞれ 47％・16％だったのに対し 2007 年は 54％・8％，「他人に教員に
なることを勧めるかどうか」については 2003 年が 67％・30％で 2006 年（2007 年調査ではこの質問項
目は設定されていなかった）には 81％・3％，「5 年後も教員でいると思うか」に対しては 2003 年が 65％・






ベル他（Campbell, et al, 2017,）は近年の教員離職率は 5％に満たないこと，そのため新採ポストが非常
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に少なくなっていること，結果として新規教員志望の 3 人に 1 人は教職に就けず，なかでも正規採用さ










意識に関する調査（Directions Evidence and Policy Research Group, 2014; Campbell, et al., 2017）では，小学










調査（Teaching and Learning International Survey: TALIS）2018』（以下『TALIS 2018』）27によると，日本の
中学校教員の 1 週間当たりの平均労働時間は前回 2013 年調査の 53.9 時間を上回る 56 時間であり，小学





いて，参加 48 か国平均では全 12 の質問項目のうち，「非常に良くできている」，「かなりできている」，
「いくらかできている」，「全くできていない」のうち，肯定的な回答（前者 2 つの選択肢）が 66.7％・
72.0％という相対的に低めの項目が 1 つずつあったが，残りの 10 項目については軒並み 80％台後半か
ら 90％台であったのに対し，日本の教員は肯定的な回答の割合が小・中それぞれ 70％台以上は皆無，
                                                        
26 但し，2017 年の総選挙において政権は再び PC に移った。2019 年 9 月に調査のためトロントを訪問した際
には，現 PC 政府のダグ・フォード（Doug Ford）州首相（Premiere）は自由党政権による教育政策に大きな修
正を加え，教育費の削減や教員数減を実施するための政策を実施しており，状況打開のため教員組合は 9 月
末にストライキを実施することも視野に入れて抗議活動を行っていた。これについて複数の教育研究者から
は，現在のフォード政権は 1995 年から 2003 年に主にマイク・ハリス（Mike Harris）州首相（当時）の下で行
われた PC 政府による教育改革と同じようなことを行っているという声が，異口同音に聴かれた。再び教員
の心的報酬意識が減退することが懸念される。 




60％台が 4 項目・3 項目，50％台が 1 項目・3 項目，40％台が 3 項目・0 項目，30％台が 3 項目・4 項目，



















































げられるであろう。QECO の『プログラム 5』にしても，OSSTF の教員資格審査基準にしても，「こうい
った資格をいくつ取得すれば，この等級の給与を得られる。」と極めて明確に規定している。ある意味





































































                                                        
29 評価結果に対しては，教員は不服申立を行うことができるし，その際教員組合は教員をサポートする役割
を担う。 













感を持っている場合が多い（Campbell, et al., 2017）という事実のみを指摘するに留めておく。 
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